
         

マ
ジ
で
回
想
す
る5

秒
前 

          



梗
概 

 

小
学
生
の
中
井
ま
さ
る
（7

）
は
橋
の
上
で
ト
ラ
ッ
ク

に
轢
か
れ
そ
う
に
な
る
。
死
に
瀕
し
た
ま
さ
る
の
脳

裏
に
走
馬
灯
が
駆
け
巡
り
、
自
分
を
残
し
て
消
え
た

父
直
樹
（3

2

）
の
姿
が
蘇
る
。 

 

ま
さ
る
を
庇
お
う
と
ト
ラ
ッ
ク
の
前
に
躍
り
出
た
秋

山
（2

2

）
も
ま
た
走
馬
灯
を
体
験
す
る
。
高
校
の
恩

師
で
あ
る
直
樹
と
の
記
憶
が
蘇
り
、
直
樹
が
ま
さ
る

を
捨
て
た
事
実
が
明
る
み
に
な
る
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
吉
村
（5

8

）
も
ハ
ン
ド
ル
を
切

っ
て
橋
の
欄
干
に
激
突
し
た
こ
と
で
走
馬
灯
を
体
験

す
る
。
知
人
で
あ
る
誠
（3

0

）
の
息
子
直
樹
と
の
記

憶
が
蘇
り
、
直
樹
が
誠
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
た
事

実
が
明
る
み
に
な
る
。 

 

し
か
し
、
誠
も
ま
た
幼
少
期
に
父
親
か
ら
虐
待
を
受

け
て
お
り
、
直
樹
へ
の
虐
待
は
そ
の
影
響
か
ら
だ
っ



た
。
直
樹
が
ま
さ
る
の
前
か
ら
消
え
た
の
は
、
そ
ん

な
呪
わ
れ
た
連
鎖
を
自
分
の
代
で
断
ち
切
る
た
め
だ

っ
た
。 

 
人
々
に
走
馬
灯
を
も
た
ら
し
た
ト
ラ
ッ
ク
は
川
へ
落

ち
、
船
に
直
撃
す
る
。
船
に
乗
っ
て
い
た
の
は
誠
の

父
総
一
郎
（8

0
）
。
総
一
郎
は
親
子
三
代
を
苦
し
め
た

報
い
を
思
わ
ぬ
形
で
受
け
る
の
だ
っ
た
。 

            



《
登
場
人
物
》 

 

中
井
ま
さ
る
（1

）
（3

）
（5

）
（7

） 

小
学
生 

秋
山
（1

）
（7

）
（1

2

）
（1

5

）
（2

2

） 

大
学
生 

市
川
（3

0

）
（3

8

） 

フ
リ
ー
タ
ー 

吉
村
（1
）
（1

0

）
（2

5

）
（3

0

）
（3

5

）
（5

0

）
（5

8

） 

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手 

中
井
総
一
郎
（1

）
（7
）
（1

5

）
（1

8

）
（3

0

）
（4

0

）

（4
5

）
（5

0

）
（8

0

） 

ま
さ
る
の
曾
祖
父 

 

中
井
直
樹
（7

）
（2

5

）
（3

2

） 

ま
さ
る
の
父
親 

中
井
誠
（7

）（1
7

）（2
5

）（3
0

） 
 

ま
さ
る
の
祖

父 あ
い
の
（2

3

）（2
4

）（2
6

）（2
8

）（3
0

） 

ま
さ
る

の
母
親 

り
な
（1

5

）
（1

8

） 

秋
山
の
彼
女 

幸
子
（2

5

） 

吉
村
の
妻 

   



- 1 - 

 

○
川
に
架

か
っ
た
大

き
な
橋 

 
 

車
が

行
き
交
っ
て
い
る
。 

 
 

中
井

ま
さ
る
（7

）
、
歩
道

を
歩
い
て
い
る
。 

 
 

ま
さ
る
の

手
に
は
ア
イ
ス

の
当
た
り

棒
が
握
ら

れ
て
い
る
。 

 
 

橋
の

向
こ
う
に

コ
ン
ビ
ニ

が
み
え
る
。 

 
 

ま
さ
る
、

コ
ン
ビ
ニ

に
気

づ
き
、
と
っ
さ
に

車

道
を
横
切

ろ
う
と
す
る
。 

 
 

ま
さ
る
が
車
道

に
飛
び
出

す
と
、
目

の
前
か
ら

ト
ラ
ッ
ク

が
猛
ス
ピ
ー
ド

で
や
っ
て
く
る
。 

 
 

ト
ラ
ッ
ク

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り

響
く
。 

 
 

ま
さ
る
、

ア
イ
ス
の
棒
を

持
っ
た
ま
ま

ト
ラ
ッ

ク
の
前
に

立
ち
尽
く

す
。 

  
 

以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
続
く 

 

○
ま
さ
る
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ニ
メ

が
流
れ

て
い
る
。 

 
 

ま
さ
る
（1

）
、
テ
レ
ビ
を

指
さ
し
、 
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ま
さ
る
「
（
舌
足
ら
ず
に
）
ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
」 

 
 

あ
い
の
（2

4

）
、
や
っ
て
く
る
。 

あ
い
の
「
（
喜
ぶ
）
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
！ 

ア
ン
パ
ン

マ
ン
っ
て
い
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
！ 

マ
マ
は
？ 

マ
マ
っ
て
い
っ
て
ご
ら
ん
」 

ま
さ
る
「
（
無
言
）
」 

あ
い
の
「
あ
れ
は
？
（
と

テ
レ
ビ
を
指
さ
す
）
」 

ま
さ
る
「

ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
」 

 

○
同
・
台
所 

ま
さ
る
の

声
「
マ
マ
！
」 

 
 

ま
さ
る
（3

）
、
バ
タ
バ
タ

駆
け
て
く
る
。 

 
 

ま
さ

る

、

洗

い

物

を

し
て

い

る

あ

い

の

（2
6

）

の
体
に
し
が
み
つ
く
。 

ま
さ
る
「

大
好
き
」 

あ
い
の
「
も
ー

甘
え
ん
坊
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
」 

 

○
道 

 
 

ま
さ
る
（5

）
、
あ
い
の
（2

8

）
と
歩
い
て
い
る
。 

 
 

目
の

前
に
若
い

夫
婦
と
小

さ
な
女
の

子
。 



- 3 - 

 

 
 

三
人
、
仲
良
く

手
を
つ
な
い
で

歩
い
て
い
る
。 

女
の
子
「
マ
マ

と
パ
パ
は
ど
う
し
て
結
婚
し
た
の
？
」 

 
 

ま
さ
る
、

三
人

の
姿
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
。 

 
○
ま
さ
る
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

ま
さ
る
、
あ
い
の
、

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

を
食
べ
て

い
る
。 

ま
さ
る
「

マ
マ
。
う
ち
の

パ
パ

は
ど
こ
？
」 

あ
い
の
「…

」 

 
 

あ
い
の
、

手
を
と
め
て
寂

し
く
微
笑

む
。 

 

○
夜
空 

あ
い
の
の

声
「
パ
パ

は
お
星
様

に
な
っ
た
の
」 

 
 

ま
さ
る
、

切
な
い
顔
で
星
空
を
見
上

げ
る
。 

 

○
ま
さ
る
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

ま
さ
る
（7

）
、
当
た
り
と
か
か
れ
た

ア
イ
ス
の

棒
を
振
り
か
ざ
す
。 

ま
さ
る
「

マ
マ
！ 

マ
マ
！
」 

 
 

ま
さ
る
、

テ
ー
ブ
ル

で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
い
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じ

っ

て
い

る

あ

い

の

（3
0

）

の
も

と

へ

駆

け

寄

る
。 

ま
さ
る
「
あ
た
り
！
」 

あ
い
の
「
そ
う
。
よ
か
っ
た
ね
」 

ま
さ
る
「

取
り
替
え
て
く
る
！
」 

あ
い
の
「

車
に
気
を
つ
け
て
ね
」 

  
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 

○
（
戻
っ
て
）

橋
（5

秒
前
） 

 
 

秋
山
（1

7

）
、
自
転
車

を
こ
い
で
い
る
。 

 
 

正
面

に
ま
さ
る
の
姿
。 

 
 

ま
さ
る
、

車
道

へ
飛
び
出

し
て
ゆ
く
。 

秋
山
「
（
見
て
）
？
！
」 

 
 

ト
ラ
ッ
ク

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り

響
く
。 

 
 

秋
山
、
自
転
車

か
ら
飛
び

降
り
る
。 

 
 

秋
山
、
ま
さ
る
の
も
と
へ
と
疾
走
す
る
。 

 
 

秋
山
、
棒
立
ち
の
ま
さ
る
を

抱
き
か
か
え
る
と
、

反
対
車
線

へ
飛
び
込

む
。 

 
 

秋
山
、
何
と
か

ト
ラ
ッ
ク

を
か
わ
す
。 

 
 

が
、

反
対
車
線

か
ら
別
の

ト
ラ
ッ
ク

が
や
っ
て
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く
る
。 

 
 

ト
ラ
ッ
ク

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
鳴
り

響
く
。 

 
 

秋
山
、
迫
り
来

る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
て
、 

秋
山
「
（
絶
叫
）
う
あ
あ
あ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

！

！

！ 

…

う
、
う
、
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」 

  
 

以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
が
続
く 

 

○
秋
山
の

家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ニ
メ

が
流
れ

て
い
る
。 

 
 

秋
山
（1

）
、
テ
レ
ビ

を
指

さ
し
、 

秋
山
「
（
舌
足

ら
ず
に
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
」 

 

○
道 

ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ

が
鳴
い
て
い
る
。 

 
 

秋
山
（7

）
、
木

に
と
ま
っ
て
い
る
セ
ミ

を
手
で



- 6 - 

 

捕
ま
え
る
。 

捕
ま
え
た

セ
ミ

を
見
て
、 

秋
山
「
（
得
意

げ
な
顔
）
」 

 
○
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド 

サ
ッ
カ
ー

の
試
合
中
。 

 
 

秋
山
（1

2
）
、
ド
リ
ブ
ル
し
て
い
る
。 

背
中

に
見
え
る

背
番
号
は

1
0

。 

 
 

秋
山
、
シ
ュ
ー
ト
。 

 
 

ボ
ー
ル
が
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト

を
揺

さ
ぶ
る
。 

秋
山
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。 

 

○
高
校
・

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

秋
山
（1

5

）
、
サ
ッ
カ
ー
の

練
習
を
し
て
い
る
。 

声
「
秋
山
！
」 

 
 

秋
山
、
振

り
向

く
。 

 
 

コ
ー
チ
の
直
樹
（2

5

）
、
立

っ
て
い
る
。 

 
 

秋
山
、
ダ
ッ
シ
ュ
で
直
樹

の
も
と
に
い
く
。 

直
樹
「
今
度
の
試
合
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

で
い
く

。
頼
ん

だ
ぞ
」 
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秋
山
「
（
嬉
し
い
）
は
い
！
」 

 

○
同
・
校
舎
裏 

秋
山

と
り
な
（1

5

）
が
立

っ
て
い
る
。 

秋
山
、
緊
張
し
た
様
子
で
、 

秋
山
「
県
大
会
、
必

ず
勝
つ
か
ら…

優
勝

し
た
ら
俺

と
付
き
合

っ
て
ほ
し
い
！
」 

り
な
「…

は
い
」 

二
人
「
（
笑
顔
）
」 

 

○
道 

 
 

秋
山

と
り
な
、

歩
い
て
い
る
。 

 
 

目
の

前
に
直
樹

と
身
重
の
あ
い
の
（2

2

）
の
姿
。 

秋
山
「
コ
ー
チ

！
」 

直
樹
、
秋
山
に

気
づ
く
。 

直
樹
、
手
で
挨
拶
す
る
。 

直
樹

と
あ
い
の
、
去
っ
て
い
く
。 

り
な
「
お

似
合
い
の

夫
婦
だ
ね
」 

秋
山
「
う
ん
」 

 
 

り
な
、
そ
っ
と

手
を
伸
ば

し
て
秋
山

の
手
を
握
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る
。 

 
 

秋
山
、
顔
を
真

っ
赤
に
す
る
。 

 

○
秋
山
の

部
屋 

秋
山

と
り
な
、

ベ
ッ
ド
に

腰
か
け
て
い
る

。 
二
人
、
そ
っ
と

口
づ
け
を

交
わ
す
。 

 

○
秋
山
の

部
屋 

 
 

秋
山
（1

8

）
と
り
な
（1

8
）
、
ベ
ッ
ド

で
激
し
く

抱
き
合
っ
て
い
る
。 

 

○
秋
山
の

部
屋 

 
 

秋
山
（1

9

）
と
年
増
の
女
、
ベ
ッ
ド

で
激
し
く

抱
き
合
っ
て
い
る
。 

 

○
秋
山
の

部
屋 

 
 

秋
山
（2

0

）
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
女

二
人
、
ベ
ッ

ド
で

3
P

し
て
い
る
。 

 

○
ホ
テ
ル

会
場 
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「
八
王
子
高
校
第

5
5

期

生 

同
窓
会

」
の
看

板
。 

 
 

秋
山
、
仲
間
と

酒
を
飲
ん
で
い
る
。 

 
 

秋
山
、
直
樹
を

見
つ
け
る
。 

秋
山
「
コ
ー
チ

！
」 

 
 

秋
山
、
直
樹
の
も
と
へ
い
く
。 

秋
山
「
お

久
し
ぶ
り
で
す

」 

直
樹
「
お
う
。

秋
山

か
」 

秋
山
「
奥

さ
ん
と
お

子
さ
ん
、

元
気
っ
す
か
？
」 

 
 

直
樹
、
酒
を
一
気
に
あ
お
る
。 

秋
山
「
コ
ー
チ
？
」 

直
樹
「…

息
子
は
、

と
っ
く
に

捨
て
ち
ま
っ
た
よ
」 

秋
山
「…

？
」 

  
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 

○
（
戻
っ
て
）

橋
（5

秒
前
） 

 
 

市
川

（3
8

）
、
歩
道

を
歩
い
て
い
る
。 

 
 

前
方

か
ら
ト
ラ
ッ
ク

の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
音
。 

市
川
「
？
」 
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別
の

ト
ラ
ッ
ク

か
ら
も
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
音
。 

市
川

、
思
わ
ず

立
ち
止
ま
る
。 

 
 

ト
ラ
ッ
ク
、
ま
さ
る
と
秋
山
を
よ
け
る
た
め
に

ハ
ン
ド
ル

を
切
る
。 

ト
ラ
ッ
ク
、
市
川
の
ほ
う
へ

突
っ

込
ん
で
く
る
。 

 
 

市
川

、
棒
立
ち
で
動
け
な
い
。 

 

以
下
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク 

 

○
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

店
内 

 
 

市
川
（3

0

）
、
窓
際
の
席
で
ひ
と
り
黙
々

と
チ
ー

ズ
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
て
い
る
。 

市
川
「
（
味
わ
っ
て
）
う
ん
」 

  
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 

○
（
戻
っ
て
）

ト
ラ
ッ
ク

の
車
内
（5

秒
前
） 

 
 

吉
村
（5

8

）
、
運
転

し
て
い
る
。 

突
然
、
反
対
車
線
に
ま
さ
る
が

飛
び

込
ん
で
く

る
。 
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対
向
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
音
。 

 
 

直
後
、
ま
さ
る
を
抱
え
た

秋
山
が
目

の
前
に
転

げ
込
ん
で
く
る
。 

 
 

吉
村
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
な
が
ら
ク

ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
す
。 

秋
山
、
迫

り
く
る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
て
、 

秋
山
「
（
絶
叫
）
う
あ
あ
あ
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

！

！

！ 

…

う
、
う
、
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
」 

吉
村
、
止
ま
り
き
れ
ず
ハ
ン
ド
ル
を

切
る
。 

 
 

目
の

前
に
棒
立

ち
の
市
川

の
姿
。 

 
 

吉
村
、
さ
ら
に

ハ
ン
ド
ル

を
切
る
。 

 
 

ト
ラ
ッ
ク
、
橋

の
欄
干
に

直
撃
す
る
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
、
欄
干
を
突
き

破
り
、 

吉
村
「
！
！
」 

 

 

以
下
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

が
続
く 
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○
吉
村
の

家
・
居
間 

 
 

ブ
ラ
ウ
ン

管
テ
レ
ビ

か
ら

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア

ニ
メ
が
流

れ
て
い
る
。 

 
 

吉
村

（1

）
、
テ
レ
ビ

を
指

さ
し
、 

吉
村
「
（
舌
足

ら
ず
に
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
！
」 

 

○
空
き
地 

 
 

吉
村
（1

0

）
、
仲
間
と
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
る
。 

 

○
披
露
宴
会
場 

花
婿
姿
の
吉
村
（2

5

）
、
花
嫁
の
愛
子
（2

5

）
と

並
ん
で
座

っ
て
い
る
。 

誠
（2

5

）
、
マ
イ
ク

の
前
に

立
っ
て
い
る
。 

誠
「
吉
村

く
ん
、
愛
子
さ
ん
、

結
婚
お
め
で
と
う

。

こ
う
し
て

畏
ま
っ
た
ま
ま
だ
と

話
し
に
く
い
の
で
、

い
つ
も
通

り
ヨ
ッ
シ
ー
と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す

」 

吉
村
「
（
笑
う
）
」 

 

○
居
酒
屋 

 

吉
村
（3

0

）
、
誠
（3

0

）
、
飲
ん
で
い
る
。 



- 13 - 

 

吉
村
「
誠
。
今
日
、
直
樹

が
青

あ
ざ
作
っ
て

俺
ん
と

こ
に
き
た
よ
」 

誠
「
イ
タ
ズ
ラ

し
た
ん
だ
。
し
つ
け
だ
よ
」 

吉
村
「
殴

る
こ
と
が
し
つ
け
か
？
」 

誠
「…
」 

吉
村
「
お
い
。
殴
る
こ
と
が
子
供
の
た
め
か
っ
て

聞

い
て
ん
だ

」 

誠
「
（
か
っ
と
な
る
）
う
る
せ
え
な
！ 

そ
ん
な
こ
と

俺
だ
っ
て
わ
か
っ
て
ん
だ
よ
！
」 

吉
村
「…

」 

誠
「
（
酒
を
あ
お
る
）
」 

 

○
吉
村
の

家
・
門 

 
 

吉
村
、
玄
関
か
ら
出
て
く
る
。 

 
 

直

樹

（7

）
、

青

あ
ざ

を

作

っ

て

立

っ

て

い

る
。 

吉
村
「…

ま
た
誠
に

殴
ら
れ
た
の
か
」 

直
樹
「
お

父
さ
ん
は

僕
の
こ
と
が
嫌
い
な
ん
だ
ろ
う

か
」 

 
 

吉
村
、
直
樹
を

抱
き
し
め
る
。 
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○
誠
の
家
・
和
室 

 
 

喪
服
姿
の
吉
村
（3

5

）
、
棺
桶
の
前
に

立
っ
て
い

る
。 

 
 

棺
桶

の
中
の
誠

の
死
に
顔

を
見
つ
め
て
、 

吉
村
「
バ
カ
野
郎…

」 

 

○
吉
村
の

家
・
居
間 

吉
村
（5

0

）
、
直
樹
（2

5

）
、
向
き
合
っ
て
い
る
。 

直
樹
「
一
緒
に
な
り
た
い
と
思
う

人
が
で
き
ま
し
た
」 

吉
村
「
そ
う
か

。
お
め
で
と
う

」 

直
樹
「
（
微
笑

む
）
」 

吉
村
「
俺

に
は
子
供

が
で
き
な
か
っ
た
。

お
前
を
息

子
同
然
だ

と
思
っ
て
る
」 

直
樹
「
は
い
」 

吉
村
「
（
笑
う
）
孫
の
顔
が
み
れ
る
の

が
楽

し
み
だ
」 

  

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
お
わ
り 

 

○
（
戻
っ
て
）

川
（5

秒
前
） 

総
一
郎
（8

0

）
、
ボ
ー
ト
に

乗
っ
て
い
る
。 
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ボ
ー
ト
、
橋
の

下
を
通
過

す
る
。 

直
後
、
ボ
ー
ト
の
真
上
に
巨
大
な

影
が

現
れ
る
。 

総
一
郎
「
（
見
上
げ
る
）
」 

 
 

橋
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
落

ち
て
く
る
。 

総
一
郎
「…

」 
 

 

 

以
下
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

が
続
く 

 

○
総
一
郎

の
家
・
居
間 

白
黒

テ
レ
ビ
か
ら
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

ア
ニ
メ
が

流
れ
て
い
る
。 

総
一
郎
（1

）
、

テ
レ
ビ
を

指
さ
し
、 

総
一
郎
「
（
歪
ん
だ
笑
み
で
）
バ
イ
キ
ン
マ
ン
」 

 

○
小
学
校

・
う
さ
ぎ

小
屋 

総
一
郎
（7

）
、

う
さ
ぎ
を

蹴
り
飛
ば
す
。 

 

○
夜
道 

 
 

バ
イ
ク
、

停
ま
る
。 

 
 

総
一
郎
（1

5

）
、
現
れ
て
、
ラ
イ
ダ
ー
を

殴
り
つ
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け
る
。 

 
 

ラ
イ
ダ
ー
、
地
面
に
転
げ

落
ち
る
。 

 
 

総
一
郎
、

バ
イ
ク
を
盗
ん
で
走

り
出
す
。 

 
○
夜
の
校
舎 

総
一
郎
、
金
属

バ
ッ
ト
を

手
に
窓
ガ
ラ
ス

を
壊

し
て
回
る

。 

 

○
雑
木
林 

女
、
息
を
切
ら
し
て

逃
げ
る
。 

総
一
郎
（1

8

）
、
舌
な
め
ず
り
で

追
い
か
け
る
。 

 

○
総
一
郎

の
家
・
居
間 

総
一
郎
（3

0

）
、
缶
ビ
ー
ル

を
あ
お
る
。 

缶
ビ
ー
ル

が
空

に
な
る
。 

総
一
郎
「
（
叫

ぶ
）
誠
！ 

酒
買

っ
て
こ
い
！
」 

誠
（7

）
、
近
く
で
宿
題
を
し
て
い
る
。 

総
一
郎
「

酒
買
っ
て
こ
い
っ
て
い
っ
て
ん
だ

！
」 

総
一
郎
、
誠
を

足
蹴
に
す
る
。 

総
一
郎
、
怒
り
に
任
せ
て
し
つ
こ
く

蹴
る
。 
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誠
、
呻
く
。 

 

○
総
一
郎

の
家
・
玄
関 

 
誠
（1

7

）
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
抱
え
、
靴
を
履
い

て
い
る
。 

総
一
郎
（4

0

）
、
背
後
か
ら
、 

総
一
郎
「

ど
こ
へ
い
く
？
」 

誠
「
こ
の

家
か
ら
出

る
」 

総
一
郎
「…

そ
う
か
い
、

勝
手

に
し
ろ
」 

 
 

誠
、
総
一
郎
を

睨
み
つ
け
る
。 

誠
「
俺
は

絶
対
に
あ
ん
た
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
」 

 

○
総
一
郎

の
家
・
居
間 

総
一
郎
（4

5

）
、
缶

ビ
ー
ル

を
あ
お
る

。 

 

○
雑
木
林 

 
 

若
い

女
、
息
を

切
ら
し
て

逃
げ
る
。 

 
 

総
一
郎
、
舌
な
め
ず
り
で

追
い
か
け
る

。 

 

○
総
一
郎

の
家
・
居
間 
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総
一
郎
（5

0

）
、
缶

ビ
ー
ル

を
あ
お
る
。 

 

○
雑
木
林 

 
 

フ
ラ
ン
ス

人
の

女
、
息
を

切
ら
し
て

逃
げ
る
。 

 
 

総
一
郎
、
舌
な
め
ず
り
で

追
い
か
け
る
。 

 

○
河
原 

 
 

総
一
郎
（8

0

）
、
ワ
ン
カ
ッ
プ
王
関
を

飲
ん
で
い

る
。 

近
く
で
直
樹
（3

2

）
、
佇
ん
で
い
る
。 

総
一
郎
、
直
樹

の
も
と
へ
い
く
。 

総
一
郎
「
最
近
、
よ
く
み
か
け
る
な
」 

 

直
樹
「
（
軽
く
会
釈
す
る

）
」 

総
一
郎
「
若
い
の
に

悩
み
か
？
」 

直
樹
「…

」 

 
 

総
一
郎
、

ワ
ン
カ
ッ
プ
を

差
し
だ
し
、 

総
一
郎
「

飲
む
か
？

」 

直
樹
「
（
首
を
振
る
）
」 

総
一
郎
「

ま
ァ
座
れ
」 

 
 

総
一
郎
、
座
る
。 
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直
樹
、
座

る
。 

総
一
郎
「
俺
ァ

8
0

年
生
き
た
。
や
り
た
い
こ
と
だ
け

を
や
っ
て

生
き
た
。

本
望
だ
。

そ
れ
で
い

い
と
思
っ

て
る
。
そ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ

生
ま
れ
た

甲
斐

が
ね
え
。

俺
か
ら
い
わ
せ
れ
ば

悩
む
な
ん

ざ
馬
鹿
馬
鹿

し
い
」 

直
樹
「…
息
子
を
殴

り
ま
し
た
」 

総
一
郎
「…

」 

直
樹
「
俺

は
親
父
に

毎
日
の
よ
う
に

殴
ら
れ
て
た
。

だ
か
ら
俺

は
親
父
の
よ
う

に
は
な
ら
な
い
と

誓
っ
た
。

で
も
、
俺

も
息
子
を

殴
っ
た
。

だ
か
ら
、

自
分
自
身

が
怖
く
て
、
息
子
を

捨
て
て
逃

げ
ま
し
た
」 

総
一
郎
「

そ
れ
で
、

逃
げ
て
ど
う
す
る
」 

直
樹
「
堪

え
ま
す
」 

総
一
郎
「…

」 

直
樹
「
息
子
の
幸
せ
の
た
め
に
、
じ
っ
と
堪

え
ま
す
」 

直
樹
、
立

つ
。 

 
 

直
樹
、
去
っ
て
い
く
。 

  
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 
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○
（
戻
っ
て
）

川 

 
 

総
一
郎
、

落
下

す
る
ト
ラ
ッ
ク

を
見
上

げ
て
い

る
。 

 
 

衝
突
音
と
と
も
に
暗
闇
が

訪
れ
る
。 

 

○
ま
さ
る
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（

翌
日
） 

 
 

テ
レ
ビ
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
て
い
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
声
「
昨
日
、
橋
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
が

転
落
す
る

事
故
が
あ
り
ま
し
た

。
ト
ラ
ッ
ク

は
川
を

渡
っ
て
い
た
ボ
ー
ト

に
直
撃
し
、
ボ
ー
ト

に
乗
っ
て

い
た
中
井

総
一
郎
さ
ん
が

死
亡
。
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転

手
は
ケ
ガ

を
負
い
ま
し
た
が
、

命
に
別
状

の
な
い
と

の
こ
と
で

す
」 

（
お
わ
り
） 
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